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サイト長ご挨拶

ワイ. ティー. ラバーは、タイ・バンコクより約
600km南部に位置する天然ゴムの産地、ス
ラタニ県に2009年に設立され、本年5年を
迎えました。
工場周辺は、天然ゴムやパームやしのプラン
テーションに囲まれ、また国際リゾート地で
あるプーケットやサムイ島に近い風向明媚な
場所です。
現在ワイ. ティー. ラバーは、自動車タイヤの

原料として欠かせない天然ゴム原料を精製、高機能天然ゴム製品とし
て地元タイ以外に日本、アメリカ、ロシア、フィリピンに販売しています。
当社は横浜ゴムグループの一員として、環境貢献企業のポリシーの元、
ISO9001、ISO14001に基づき運営するのみならず、工場作業用水の
リサイクル使用（外部排出ゼロ）を始めとして、地元住民との共存を基
本に運営しております。

 

竹島　賢一

事業内容：
敷地面積：
従業員数：
所 在 地：

天然ゴム加工
250,000m2

228人（2013年12月末）
51/2 Moo. 1 Thambon Tha Sa Thorn, Amphur. Phunphin, Suratthani 84130, Thailand

相談・苦情などの受付窓口：
+66 81-893-1881　+66 87-893-1118
メールアドレス：ytrc_envi@ytrc.co.th

人権

組織統治

ミャンマー従業員の子どもたちに教育機会を提供

当初、地元のタイの小学校に従業員の子どもたちの通学を開始しました。
一人は続いていますが、ほかの子は学習についていけませんでした。こ
のままでは子どもたちの教育の機会を逸すると考え、会社内に教室を
開設しました。ミャンマー人の先生にお願いし、教科書をミャンマーか
ら入手して、現在6人の語学教育を行っています。

横浜ゴム規範にのっとったコンプライアンス順守の意識付けを行い、そ
の意識継続と向上に努めています。

従業員の交流

社内では、3カ国語（タイ・ミャンマー・英語）での掲示を行い、運動
会や年末パーティーを開催し、文化交流と親睦を図っています。

3カ国語での社内規則掲示

  

 
 



省エネ活動

電気・LPG消費量削減チームを作り、毎日の電気・LPG消費量、改善
活動とその進捗を掲示して、従業員に啓発を行いつつ、省エネ活動の
改善を図っています。

環境

安全と健康を守る麻薬撲滅活動（ホワイトファクトリー）

政府の活動と連携し、ホワイトファクトリー活動に取り組んでいます。
従業員に対して、趣旨説明や検査を行い、健全な生活を送る環境づく
りを行っています。

労働慣行

環境負荷データ
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エネルギー使用量

電力使用量（原油換算）（KL）

燃料使用量（原油換算）（KL）

合計（KL）

温室効果ガス排出量（千t-CO2）

水使用量（取水量）（千m3）

項目

年度：1月～12月
温室効果ガス排出量の算定は、日本国の環境省・経済産業省発行の温室効果ガス排出量算定・報告マニュ
アルを使用した。     

  

　不正の防止のため、取引プロセスの上司承認手順を決め、また取引
記録保存を行い、透明性と不正防止のしくみの下に運営しています。

公正な事業慣行

ISO9001に沿った品質管理、およびユーザーからの品質情報の真因追
究の取り組みによる改善を進めています。

消費者課題

従業員による献血活動や、地元小学校へのパームやしの種子（工場内
に生育、工業原料として商品価値あり）の寄付も実施しています。

コミュニティへの参画及びコミュニティの発展



小学校への教材の贈呈

地元の小学校を訪問し、子どもたちに教材を贈呈しています。
1月15日のタイの子どもの日には教室の修理道具と学用品を持って、
60km離れた小学校を訪問しました。38人が参加し、蛍光灯の復元な
どの修理、学用品の配布、地元病院から預かった医療品を渡しました。

ボランティア活動

先般、地元スラタニが洪水災害を受けました。生活用品の寄付を集め、
必要な住民の方々に進呈しました。また、寺院や公共活動へも支援を
行っています。

コミュニティへの参画及びコミュニティの発展

YOKOHAMA千年の杜プロジェックト

2011年の開始から、昨年を含め3回にわたり植樹実施。合計12,000
本の植樹を行いました。
初年度は宮脇先生の直接指導、2年目以降は先生のタイ人の弟子である、
シリン博士の指導を受けて、植樹会を開催しました。


